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Donan Umimachi Shinkin Bank
DISCLOSURE 2019

当金庫はお客さまからお預かりした大切な預金を、企業に対する融資を中心にさまざまな形で運用しております。
すなわち良質な資金を地元の各企業に提供し、かつ、余裕資金の運用で収益を確保し、いろいろな形で地域に還元するとい

う公共性の強い業務を行っております。
このような業務運営の推移の中で、いろいろなリスク（危険・損害の恐れ）が発生してきますが、当金庫は自己責任原則に基づ
き健全経営維持のため、これらのリスクを最小限に抑えるよう万全の体制を整えております。

信用リスク

オペレーショナル・リスク

「オペレーショナル・リスク」とは、金融機関の業務の過程、役職員の活動もしくはシステムが不適切であること、または外生的な事
象により損失を被るリスク（自己資本比率の算定に含まれる分）および金融機関自らが「オペレーショナル・リスク」と定義したリス
ク（自己資本比率の算定に含まれない分）をいいます。

　当金庫では、「オペレーショナル・リスク」として、次のリスクについて管理しております。

流動性リスク市場リスク
「信用リスク」とは、貸出金等の元金や利
息が回収不能になるリスクをいいます。

　当金庫では貸出資産の健全性を常に維
持するため、一定額以上の貸出案件につ
いては、専門会議（貸出審議会）に付議す
るなど厳格な審査体制をとっております。
　また、内部研修・外部研修の継続的実
施等により審査能力の向上を図っており
ます。

「流動性リスク」とは、決済資金が不足
して不利な資金調達を余儀なくされる
リスクをいいます。

　当金庫では、不測の事態に対応出来る
十分な支払準備資産を確保するととも
に、信金中央金庫など業界のバックアッ
プ体制も整備されています。

「市場リスク」とは、金利変動に伴う「金
利リスク」、有価証券等の「価格変動リ
スク」、為替相場の変動に伴う「為替リ
スク」等により収益の不安定化や保有
する資産の価値が変動するリスクをい
います。

　当金庫では、経済情勢、金利動向など
に基づいて運用・調達の方針を策定する
とともに、市場変化に対する損益への影
響度を把握・管理しております。

 リスク管理・コンプライアンス（法令等遵守） リスク管理・コンプライアンス（法令等遵守）健全経営のために、ディフェンスは　　万全。
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●事務リスク
役職員が正確・迅速な事務処理を怠り、または事故・不正等を起こすことにより損失を被るリスクをいいます。

当金庫ではお客さまからの信用維持のため規程・要領等を整備し研修会・勉強会等を通じて、正確・迅速な事務処理の徹底に努めて
おります。また、本部各部による事務指導および内部監査の実施によるチェック機能を生かし、リスクの極小化に努めております。対応

●システムリスク
コンピュータシステムの障害・誤作動・各種システムの不備、不正利用等により損失を被るリスクをいいます。

当金庫では、オンラインシステムの運用は「しんきん共同センター」に委託しており、万一の災害等に備えてのバックアップ体制も万全です。対応

●人的リスク
人事運営上の不公平・不公正（報酬・手当・解雇等の問題）・差別行為（セクシャルハラスメント等）から生じる損失・損害等を被る
リスクをいいます。

当金庫では、不公平や差別的行為が発生しないよう管理態勢の強化に努めております。対応

●法務リスク
お客さまに対する過失による義務違反や不適切な取引慣行から損失を被るリスクをいいます。

当金庫では、コンプライアンス委員会を設置し、法務リスク管理態勢の充実を図っております。対応

●風評リスク
金融機関自身の行為や第三者の行為により生じた風評（良くないうわさ）の流布などにより損失を被るリスクをいいます。

当金庫では、お客さまからの信頼を維持することが不可欠であるとの認識に立ち、苦情などに対し速やかな経営陣への報告はもとより、
関連各部門での緊密な連絡・協議態勢をとっております。対応

●有形資産リスク
災害その他の事象から生じる有形固定資産の毀損・損害等を被るリスクをいいます。

当金庫では、職員一人一人が普段から金庫の有形資産の維持・保守に取り組み、また災害時等の対策を講じることでリスクの極小化に
努めております。対応
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偽造・盗難カード等預金者保護法への対応について
偽造カード等または盗難カード等を用いて行われる不正な払戻し
等による被害が発生していることに鑑み、これらのカード等を用い
て行われる不正な払戻し等から預金者を保護するため、当金庫で
は次の措置を講じております。
1.ATMより、ご利用限度額の変更（50万円未満への変更）および暗証
番号の変更処理をできるようにしております。
2.ATMより、類推されやすい暗証番号を登録しているお客さまへの変
更促進メッセージの出力と類推されやすい暗証番号へは変更できな
いようガード対応しております。
3.偽造・変造や不正な読取りを困難にするICチップを搭載した、IC
キャッシュカード（磁気カードとの併用型）を発行しております。

コンプライアンス（法令等遵守）
「コンプライアンス」とは、法令をはじめ、当金庫内の諸規程さらに
は確立された社会規範にいたるまでのあらゆるルールを遵守する
ことです。
当金庫は、コンプライアンスを経営の最重要課題として位置づけ、そ

の維持、向上に資するため、道南うみ街信用金庫役職員行動指針を定
め、これに基づく「コンプライアンス基本方針」ならびに具体的に示した
手引書であるコンプライアンスマニュアルを制定し、法令等遵守態勢の
充実に努めております。

顧客情報の保護について
「個人情報保護法」への対応を含め、顧客情報の保護、適正管理お
よび漏洩防止等に万全を期し、業務の健全性に資するため、当金庫
では次の措置を講じました。
1.顧客保護等管理方針、顧客保護等管理規程および関連下位規程を制
定しております。
2.事務指導・検査において、実地指導を行っております。
3.個人情報保護オフィサー（金融分野）の資格取得に積極的にチャレン
ジし、2019年3月末現在155名が資格取得しております。

個人情報保護宣言について
個人情報保護宣言（プライバシーポリシー）
当金庫は、お客さまからの信頼を第一と考え、お客さまの個人情報及

び個人番号（以下「個人情報等」といいます。）の適切な保護と利用を図
るために、個人情報の保護に関する法律（平成15年5月30日法律第57
号）、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する法律（平成25年5月31日法律第27号）および金融分野における
個人情報保護に関するガイドライン、その他個人情報等保護に関する
関係諸法令等を遵守するとともに、その継続的な改善に努めます。ま
た、個人情報等の機密性・正確性の確保に努めます。

反社会的勢力に対する取り組みについて
当金庫は、社会の秩序や安全に脅威を与え、健全な経済・社会の発
展を妨げる反社会的勢力との関係を遮断するため、以下のとおり
「反社会的勢力に対する基本方針」を遵守するとともに、庫内規程
の整備、反社会的勢力排除条項の導入を行い、反社会的勢力排除
態勢の強化を図っております。
【反社会的勢力に対する基本方針】
１.当金庫は、反社会的勢力との取引を含めた関係を遮断し、不当要求
に対しては断固として拒絶します。

２.当金庫は、反社会的勢力による不当要求に対し、役職員の安全を確
保しつつ組織として対応し、迅速な問題解決に努めます。

３.当金庫は、反社会的勢力に対して資金提供、不適切・異例な取引およ
び便宜供与は行いません。

４.当金庫は、反社会的勢力による不当要求に備えて、平素から警察、暴
力追放センター、弁護士等の外部専門機関と密接な連携関係を構築
します。

５.当金庫は、反社会的勢力による不当要求に対しては、民事と刑事の両
面から法的対抗措置を講じる等、断固たる態度で対応します。

金融ADR制度への対応
金融ＡＤＲとは、「金融に関する紛争・苦情を裁判によらず、あっ旋・
調停・仲裁などの当事者の合意に基づき解決していこうとする」制
度です。
【苦情処理措置】
当金庫は、お客さまからの苦情のお申し出に公正かつ的確に対応す

るため業務運営体制・内部規則を整備し、その内容をホームページ等で
公表しています。
苦情は、当金庫営業日に営業部店または下記経営管理部「お客さま

相談室」までご相談下さい。
【紛争解決措置】
当金庫は、紛争解決のため、下記経営管理部「お客さま相談室」また

は北海道地区しんきん相談所、全国しんきん相談所にお申し出があれ
ば、札幌弁護士会、東京弁護士会、第一東京弁護士会、第二東京弁護士
会の仲裁センター等にお取次ぎいたします。
また、お客さまから各弁護士会に直接申し出ていただくことも可能

です。

なお、上記の東京三弁護士会の仲裁センター等は、東京都以外の各
地のお客さまにもご利用いただけます。その際には、お客さまのアクセ
スに便利な東京以外の弁護士会をご利用する方法もあります。例えば、
東京以外の弁護士会において東京の弁護士会とテレビ会議システム等
を用いる方法（現地調停）や、東京以外の弁護士会に案件を移す方法
（移管調停）があります。ご利用いただける弁護士会については、あらか
じめ前記の東京三弁護士会および全国しんきん相談所または当金庫経
営管理部「お客さま相談室」にお尋ねください。

預金保険制度について
信用金庫への預金は、預金保険制度により守られています。
預金保険制度は、万が一金融機関が破綻した場合に預金者の保護を

図り、信用秩序を維持することを目的とした制度です。
信用金庫、信金中央金庫、国内に本店のある銀行、信用組合、労働金

庫などが同制度に加入しています。
具体的な預金者保護の方法としては、預金保険機構が預金者に直接

保険金を支払う「ペイオフ方式」と、破綻した金融機関に預け入れられ
ている保険対象預金等のうち付保預金額をその事業とともに健全な金
融機関に移管し、その際必要な資金を預金保険機構が援助する「資金
援助方式」があります。
なお、決済用預金(無利息、要求払い、決済サービスを提供できること

という3要件を満たす預金)に該当する当座預金や無利息型普通預金
等については全額保護されますが、決済用預金以外の預金保険対象商
品については預金者お一人当たり1金融機関ごとに元本1,000万円ま
でとその利息が保護の対象となります。

健全経営のために、ディフェンスは　　万全。

電話番号 0139－52－1058

9：00～17：00
(当金庫営業日)受付時間

札幌弁護士会 東京弁護士会 第一東京弁護士会 第二東京弁護士会

011-251-7730 03-3581-0031 03-3595-8588 03-3581-2249

  9：00～12：00
13：00～16：00
月～金

(祝日・年末年始を除く)

  9：30～12：00
13：00～15：00
月～金

(祝日・年末年始を除く)

10：00～12：00
13：00～16：00
月～金

(祝日・年末年始を除く)

  9：30～12：00
13：00～17：00
月～金

(祝日・年末年始を除く)

北海道地区
しんきん相談所

9：00～17：00
月～金

(祝日・年末年始を除く)

9：00～17：00
月～金

(祝日・年末年始を除く)

011－221－3273 03－3517－5825

全国しんきん相談所

電話番号

相談所名

受付日時

電話番号

相談所名

受付日時

道南うみ街信用金庫
経営管理部「お客さま相談室」
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